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令和４年度  大垣市公民館運営審議会  議事録 

 

○日 時  令和 4年 6月 29日（水） 10時 00分～11時 00分 

○場 所  時公民館第 2分館 （えぼしふれあい会館） 

○出席者   

・委員 

三宅 治、杉田 邦隆、萩永 秀樹、川地 潤二、馬場 正雄、近藤 茂、谷口 圭子、 

後藤 寛子、松野 光宏、雨宮 明日香 

・公民館長 

芳田 眞理井（牧田）、三輪 賢司（一之瀬）、日比 暁（多良）、川添 松雄（時） 

・教育委員会事務局  

山本 譲（教育長）、林 昭義（社会教育スポーツ課長）、宮崎 友秀（同課参事）、 

窪田 美保（同課主幹）、細野 未有（同課主事）、堀本 直紀（地域政策課主幹）、 

三輪 真奈美（同課主査）    

 ・オブザーバー 

   三輪 健治（地域政策課長） 

 ・傍聴者 無し 

 

【開会 10時 00分】 

１ 開会のことば（事務局） 

 

２ 教育長あいさつ（山本教育長） 

 

３ 自己紹介 

 

４ 会長・副会長の選出とあいさつ 

（全会一致で会長は三宅委員、副会長は杉田委員が選出された） 

 

５ 議題 

（会長） 

会の開催に先立ちまして、この会は、大垣市情報公開条例の規定に基づき、非公開とする情報がない

ため公開と致します。傍聴人はいらっしゃいますか。 

 

（事務局） 

いらっしゃいません。 

 

（会長） 

それでは、議事に入ります。議題⑴⑵については関連がありますので、⑴令和 3 年度 公民館事業報

告についてと（2）令和 4年度公民館事業計画についての 2議案を事務局から説明願います。 

 

＜事務局より資料に基づき説明＞ 

・令和 3年度公民館事業報告について（P2～P7 資料参照） 

 ・令和 4年度公民館事業計画について（P8～P12 資料参照） 
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（会長） 

ありがとうございました。令和 3 年度は、コロナにより、計画していた事業ができなかったということ

が挙げられました。例えば文化祭について多良地区の公民館長さん、多良地区の文化祭ができずに、その

代わりになることとして実施したことがありましたらよろしくお願いします。  

 

（多良公民館長） 

 多良地区の文化祭はコロナの関係で中止になったのですが、せっかく作品を準備していただいたので、

今年度 5月～6月にかけて作品を２週間ずつ地域事務所のロビーで展示させていただきました。 

4年度事業で文化祭が作品展示のみとありますが、まだ決定していないので、そのほかにできることを企画

していきたいと思います。 

 

（会長） 

   ありがとうございます。せっかくの作品をそのままというのではなくて、地域事務所で 2 週間ずつ展示

するという工夫をしていただき、素晴らしい作品を見ることができました。それでは、委員のみなさんか

ら思われたことを発言していただきたいと思います。 

 

（委員） 

どの地区もいろいろなサークル活動をしてみえることがわかりました。 

前から気になっていたことがあって、一部分の年代の人しか活動してみえないのではないかと思いまし

た。それと、公民館は、地域を愛する郷土愛によって育まれているかと思います。小学校、中学校の通学

の時間というのは郷土愛がうまれやすい時間なのですが、2年後に小学校が統合されるということになって、

バス通学になってしまうとそれがなくなってしまいます。ですから、その代わりに、たとえばバスから降

りて、公民館でそろばん教室などを地域の人たち、年配の人たちからいろいろ教えてもらって、各地区で

学べるような講座も長い目で見て新しい講座として取り入れてほしいなと思いました。 

 

（会長） 

 ありがとうございました。2年後、小学校がなくなったあとでの公民館活動について、考えていかなくて

はいけないということでした。今後、課題になろうかと思います。 

 

（委員） 

  公民館のいろいろなことはあまり知らなくて、今日、こんなにたくさんの講座が開かれていることがわか

りました。子どもが生まれてから参加できてなかったけれど、これからまた参加できたらなと思います。 

  

（会長） 

公民館講座の案内は、当初に各戸配布されているのですが、見られていないのですか。 

 

（委員） 

多分、親の家の方には来ていると思うのですが、私たち（別棟）の方には来ないので見ていないです。 

 

（会長） 

公民館長さんどうでしょう。 

 

（一之瀬公民館長） 

回覧文書等重要な文書もありますので、みなさんに回るように働きかけていきたいと思います。 
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（委員） 

さきほど年代が偏っていると言われましたが、確かにそうだなあと思いました。私は、仕事をしていて、

定年退職してからやっと、この時間をどのように使おうかと思って公民館講座に入ったのですが、年代が

偏るというのは、仕方のない点もあるのかなということを感じております。ずっと家にいる方にも広げて

いかなくてはいけないのかなとも思います。私はフラダンス教室に入ったのですが、新入りで、ほかの人

たちは経験豊富な方ばかりです。ある方に「よくあのメンバーの中に入れたね」と言われました。この講

座はこのメンバーという固定的な感じ方があって、固定のメンバーで長すぎるとみなさん途中から入りづ

らいのかなと思います。 

それから、文化庁が推進する親子伝統文化教室というのがあるのですが、資料を読むのが大変で、やろ

うと思っても始められない。わたしは着物とかお茶とかやっていて子どもたちや親さんに教えたいと思っ

ていてもなかなかできないので、公民館講座において親子でやれるものがあるといいのかなと思います。 

 

（会長） 

ありがとうございました。講座メンバーが固定化して新しい人が入りづらいのではないかという点と、

親子で活動をというお話がありました。牧田公民館長さんどうでしょうか。 

 

（牧田公民館長） 

以前、小学生対象でお茶の講座をやっていました。ただ、今、子どもたちが忙しくて、だんだん参加人

数が少なくなってしまったというのと、講師の先生が高齢になられたので、残念ながらやめました。文化

祭などで子どもたちがお茶を出してくれて、とてもよかったです。来年度、委員さんが講師をやっていた

だけますか。ぜひ来年度お茶の講座を立ち上げたいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

 

（一之瀬公民館長） 

一之瀬です。親子でということですが、盆踊りのために行灯づくりをしました。竹から作り、和紙に絵

を描いて貼って作りました。今年はやっとそれが飾れるかと思っています。また、今年は親子で、牧田川

で遊ぼうということで、竹やペットボトルやスチロールでいかだを作って乗ろうとこども会と協力して計

画しております。 

 

（会長） 

ありがとうございます。固定化ということですが、新しい講座を開発しているということで進めていた

だければと思います。 

 

（委員） 

令和 4 年度は、大きな流れというか、これからどう動くかという大事な年になろうかと思います。行事

をやるかやらないかから始めなければならない。やるにしてもメンバーの記憶が定かでない。やっていな

いからわからない。感染対策としてコロナに対してどう取り組んでいくのか、どう発信していくのかとい

うのが大きな問題になる年になるかと思います。講座もこれから始まりますし、先日の社会教育推進員の

会議でも「やりたくない」「やめてしまえ」という意見も出てきています。そうじゃない、今一度原点に立

ってこの地域に住んでよかったとか、行事をやってよかったとなるように作り上げていかなければいけな

いと思います。回答がありそうでない。どうしたらいいのかということがたくさんあるなと思っておりま

す。公民館についても、地域行事についても大きな過渡期にあるかと思います。地域も頑張らねばいけな

いと思っております。 

 

（会長） 

ありがとうございました。2年度 3年度とコロナの関係で、やめようという方向に体制が向いていたんで
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すが、4年度は前向きに捉えていかなければいけないということがあると思います。それぞれの地域の中で

活動をしながら方向性を定めていらっしゃると思っています。 

 

（委員） 

私は、5年ほど前に手打ちそばの講師をやらせていただいていました。一時やめていましたが、それでも

この地域のおいしいそばをこのままにしておくのも残念ということで、今年度、そばうちの講座を開きま

した。今回は、家庭でもできる手打ちそばを作るということと、以前は受講生全員を私 1 人で教えていた

のですが、わかりにくいということで、今回は受講生 2 人に 1 人講師をつけてやっております。大変分か

りやすいと好評です。また、おいしくいただけるように、コロナ対策をして、湯がき方とか、つゆについ

て学習し、そばを食べました。皆さん、「おいしい、おいしい。」と食されていました。5年前と違う点です。 

あと、「そんなことやっているの、知らなかったわ。」という意見がありましたし、「多良の公民館講座で

しょ、私は時だからできないんじゃないの。」と誤解をしている方もいました。公民館講座の募集チラシを

部門別に分けて作るのもいいのかと思います。 

 

（委員） 

各地区の広報紙がありますが、私の意見も入っていますので読んでいただければと思います。少子高齢

化とコロナが重なった状態が今現在あって、それにいかに対応していくか、再開できるものは再開する、

屋外で開催するものについてはなるべく開催するということでお願いしています。今年は、盆踊り、歩け

歩け大会は、やっていこうという方向になっています。できることを考えて、やっていきましょうとお願

いしております。 

講座に関して、参加者が同じだと固定化してしまいます。それをなくすために、新しい人が入る、新し

い何かを加えないと活性化しません。行事に関しても同じで、同じ内容を同じ人でやっていくのでは衰退

していきます。若い人が参加し、若い考え方をプラスすることが必要ではないかと思います。 

 

（委員） 

公民館講座というのは、地域の人が集まって定期的に顔を見せあえる場なので、続けていただけるとい

いかと思います。子どもたちは、忙しい中でも何か地域の行事に集まれるといいと思います。子ども会と

か不定期でも公民館に集まって、地域の先輩方に教えてもらうのもいいことだと思います。 

学校跡地のこともありますが、小学校、体育館といいロケーションがありますのでお芝居・演劇など子

どもたちに触れてもらおうといろいろ計画をしております。 

 

（委員） 

みなさまのご意見をおききした中で、上石津の小学校中学校の統合ということがあります。公民館は文

化の交流の場であり、コミュニケーションの場であるという大事な位置づけがあります。子どもたちも含

めて、一緒になって楽しい講座が計画されると、地域の活性化につながるのではないかと思います。 

 

（副会長） 

広報が行き渡らないという意見がありましたが、連合自治会、地域事務所含めて、もう一度検討してい

きたいと思います。ひとつの例として 4 年前ですが、公共交通機関に関するアンケートをしたことがあり

ました。その際、全戸配布でありましたが、1部だけ配布したのでは回答はないだろうということで、高齢

者用で 2部アンケートを配布して回収した例があります。8割近く回収できました。工夫しながらやってい

けばいいわけです。公民館の重要性は、ますますこれから認識されていくと考えております。先般、23 日

ですが、上石津地区の 4 つの小学校が閉校となるため、その跡地利用に関して、市長に要望書を提出しま

した。主旨として、1つめは閉校する小学校は災害拠点としての重要性がある。2つめとして地域活動、公

民館活動の拠点をここに持っていきたいということです。今までは小学校が様々な地域活動の拠点となっ



5 

ていましたが、これからは公民館が地域活動の拠点となるべきだと考えています。そして地域の絆づくり

の拠点としての公民館をこれからもぜひ活用していきたいと考えておりますので、公民館の利活用につい

ての教育委員会の積極的なご支援をお願いしたいと思います。 

それと、公民館講座は固定化すると、なかなか入りづらいので、新しい仕組みも考えて、参加しやすい

公民館活動をしていく必要があると思います。今日の一番の救いは、委員さんが来年から公民館講座で、

子どもたちにお茶を教えていただけるということですね。 

 

（会長） 

ありがとうございました。皆様方のご意見をすべてお聞きすることができなかったかもしれません。コ

ロナにめげず、活動が活発化していくことを願いまして、この議事を終わりたいと思います。 

皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

６ 地域づくりの事例発表 

（司会） 

  ありがとうございました。それでは、次第 6の地域づくりの事例発表に入ります。 

公民館運営審議会では公民館に関する行事と講座だけを審議するのではなく、公民館を拠点として取り

組まれている幅広い地域づくりの活動を発表いただくことで、より意義のある会にしたいと考えておりま

す。今年の会場は時地区ですので、地域づくり活動の発表を、時公民館長の川添松雄さんにお願いしたい

と思います。川添館長さんよろしくお願いいたします。 

 

（時公民館長） 

・公民館活動のようす（時公民館講座について説明） 

・地域活動のようす（時地区の地域活動について説明） 

 

７ その他 

（司会） 

 それでは、次第 7その他 に入ります。全体を通して何かご意見ないでしょうか。 

 

（一之瀬公民館長） 

ひとつの学園と地域・公民館とが、どのようにつながり、連携し、協働活動を図っていくかが課題とな

ると思います。以前は中央公民館があったのですが、今 4 つの公民館に分かれておりますので、どう連携

していけばいいのかと考えております。 

 

（委員） 

4地区が離れているので、基本的には今までどおり 4つの公民館でやっていくと思います。以前、4つ

の公民館をまとめて上石津全体で公民館まつりをやっていたので、また復活してはどうでしょうか。上石

津学園（仮称）で開催するとか工夫をしてみてはどうでしょう。 

 

（委員） 

小学校が地域の拠点だったことがたくさんあります。それがなくなるので、公民館を中心にした活動が

大切になるのではと思います。 

 

（委員） 

教育の中に公民館の講座が出向くというというのはどうでしょうか。課外活動の時間に公民館講座を取

り入れていければいいかなと思います。 
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  放課後、子どもたちや親さんがバタバタする時間に、公民館を自習室や子どもを見守れる場所にするの

はどうかと思いました。 

 

（教育長） 

基本的に学校の教育課程をどうするかということになりますので、おっしゃったことも検討の中にいれ

ながら考えていきたいと思います。そのとおりになるかは別ですので、ご了解いただきたいと思います。 

 

８ 閉会のことば 

（司会） 

委員の皆様方のお力添えをいただきながら、より良い館の運営に努めてまいりたいと思います。 

これをもちまして、令和 4年度 大垣市公民館運営審議会を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

 

 

【閉会 10時 56分】 

 

記録 大垣市教育委員会事務局 上石津地域事務所 地域政策課 主幹 堀本 直紀 

 

 

以上  会議の次第を記載し、相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和 4年   月   日 

 

大垣市公民館運営審議会 会長                     


